
指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート概要(令和４年度事業分）

出資
法人

～
9年

7ヶ月

～ 5年

～ 4年

昭和48年4月1日

山梨県立障害者支援施設設置及び管理条例

　身体障害者に必要な指導及び訓練を行い、自立した日常生活や社会参加
を図るため。

備　　　　　考
（改築工事等の状況、
一括管理施設　等）

１　指定管理者の推移

山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

社会福祉法人山梨県障害者援護協会 H28.4.1

H28.3.31

施 設 名

所 管 課

指定管理者

導入年度 平成１８年度

指定期間
委託料総額
（単位：円）

H18.9.1

指定管理者名

R3.3.31

2,487,000社会福祉法人山梨県障害者援護協会

２　施設の概要

R3.4.1 R7.3.31

所 在 地 韮崎市旭町上條南割3251-1

（１）施設等の維持保全に関する業務
　・施設及び設備器具の維持保全に関する業務を行う。
（２）利用者に対する障害福祉サービス業務
　・生活介護、短期入所、自立訓練（機能訓練）及び施設入所支援に係る業
務を行う。

設 置 根 拠
（ 法 律 、 条 例 等 ）

設 置 年 月 日

主 な 施 設 内 容
（ 定 員 等 ）

設 置 目 的

主 な 業 務 の 内 容

○敷地面積：9,060㎡
○建築延べ面積：3,194.32㎡
〇施設の内容
　・肢体不自由者更生施設棟（鉄筋コンクリート造平屋建）3,002.29㎡
　・温室（鉄骨造平屋建）110.25㎡
　・農作業保管庫・陶芸室（鉄骨造平屋建）81.78㎡
〇各障害福祉サービスの定員
　・生活介護：45人
　・短期入所：15人
  ・自立訓練（機能訓練）：15人
　・施設入所支援：40人
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指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート概要(令和４年度事業分）

３　指定管理業務に係る収支状況
（単位：円）

５　運営目標の達成状況（令和４年度）

収支差額 △ 843,435 3,424,027

216,192,085208,079,894 205,831,099

210,165,342

202,203,273

211,938,988

211,008,777

208,388,619収入合計

支出合計

219,616,112

平成30年度

216,532,445

3,859,094 10,701,346

４　利用状況、利用者満足度の状況

　令和３年度に協会が策定した「第５次中期経営計画」（令和４年度～令和８年度）、「社会福祉充実計
画」（令和４年度～令和１３年度）及び施設の管理運営方針に沿って、実施事業である自立訓練（機能訓
練）、生活介護、施設入所及び短期入所の各事業において、利用者に安心・安全なより質の高いサービ
スを提供した。
　自立訓練事業では、利用期間の１年６ヶ月の間に訓練目標を達成するために、ご本人、ご家族及び関
係機関と連携し、理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が中心となり、訓練メニューの充実を図り、サー
ビスの向上に努めた。また、利用期間が定められている事業であり、常に新規利用者の獲得が必要なた
め、リハビリ病院等関係機関との繫がりを強化し、利用者確保に努め、利用率の向上に繋げた。
　生活介護事業では、利用者の機能低下による転倒などが多く、骨折により入院する事例が見られた。ま
た、緊急的な医療の関わりが増加したが、早期発見等に努め、重症化する前に対応することができた。
益々、支援ニーズが複雑化・多様化する中において利用者個々の状況に応じた個別対応を心掛けた。
外部講師による日中活動は中止したが、他の活動や行事においては、コロナ禍での制限を受けながら
も、創意工夫を凝らしたメニューを提供し、利用者の満足度向上を図った。
　医務関係では、基礎疾患を抱えている利用者が多いことから、日常生活動作や体調の変化の早期発
見に努め、円滑な受診行動をとることで適切な治療を受けることができた。また、利用者に正しい手指の
消毒やマスクの着用等を指導し、感染防止に努めた。
　管理面では、利用者が単独で離床する際の転倒が多くなったことから、県の介護ロボット補助金事業を
活用して導入した離床センサー付き介護ベッドを有効活用した。センサー付きベッドは、離床時にナース
コールへ連動し、より迅速な支援が可能となっている。
　また、感染症対策にあたって、必要となる衛星用物品・抗原検査キットの購入及び衛生的に保管するた
めの倉庫類の整理。更に県の補助事業を活用し、利用者が集まる食堂や活動室へ高性能空気清浄機１
１台を追加購入してエアロゾル対策に努めた。
　新型コロナウイルス感染予防対策では、国や県の指導及び感染状況を踏まえ、利用者並びに職員の検
温など健康観察の強化、活動内容の変更や面会・外出・来所者の制限等を機会あるごとに見直しながら
感染予防対策を継続してきた。県内でも複数の福祉施設からクラスターが発生し、利用者支援と施設運
営に大きな脅威となったが、感染防止対策を徹底しながら利用者へ福祉サービスを継続することができ
た。

利 用 実 績

利 用 者
満 足 度

105人

備考

各障害福祉サービスの
月平均利用者数

「満足」又は「どちらかとい
えば満足」の合計

　◎：80%以上
　○：60%以上80%未満
　△：60%未満

103人 109人107人

◎

106人

◎◎◎◎

平成30年度 令和２年度令和元年度 令和４年度令和３年度

令和元年度

6,185,346

　　　　　年度
項目

備考令和４年度令和３年度令和２年度
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指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート概要(令和４年度事業分）

６　施設所管課による総合的な評価及び指導事項（令和４年度）

７　施設所管課の指導事項に対する指定管理者の対応状況（令和４年度）

　新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を徹底し、施設の維持管理や利用者へのサービスの提供を適切
に行った。
　本施設は、障害者入所施設であることから、施設内感染が拡大すると、利用者の健康や施設の運営等に甚
大な影響が生じる恐れがある。職員や利用者への早期のワクチン接種を呼びかけ、感染拡大期には職員に原
則週1回のPCR検査を行うよう要請し、感染拡大防止を図った。また、職員や利用者に感染疑いが生じた場合
は、直ちに状況を報告させ、陽性が確認された場合には必要な対応を指示することとした。
　また、利用者満足度調査の結果、「満足・どちらかといえば満足」の割合が96％と、高い水準を維持しており、
利用者の立場に立った支援を行っている

　基本的な感染対策や早期のワクチン接種、職員のPCR検査を実施した。また、感染疑いが生じた場合に直
ちに関係機関に連絡することとした。結果、新型コロナウイルス感染症の影響が施設内に広がることや、運営
に大きな支障が生じること等もなく、利用者へのサービスの提供を継続することができた。
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指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート詳細(令和４年度事業分）

山梨県立あけぼの医療福祉センター成人寮

福祉保健部　障害福祉課

社会福祉法人山梨県障害者援護協会

１　利用状況 （単位：人、％）

２　類似施設・近隣施設

３　補修工事等の状況（令和４年度） （単位：円）

管

管

管

管

管

４　自動販売機設置状況等（令和４年度） （単位：円）

25.463円／本
30.556円／本
20円／本1 随意契約 66,340

選定方法 収入割合 収入額

随意契約
随意契約

158,482

仕入（支出）額

1

利
用
者
数

利
用
率 利用者数／施設の利用定員

稼働率等（利用率）
の 算 定 方 法

45

8 15 13 10 12

37 37 37

14 13

106

42

令和元年度

93.0%

42

稼働率等（利用率） 91.3%

生活介護

スタンディングマシーンベルト交換修理 27,225

名 称 ・ 施 設
内 容 等

自立訓練（機能訓練）

施設入所

実績／目標割合 94.8%

115

41 42

109

18

115

105

91.3%

115

92.2%

107

短期入所

利 用 者 数 合 計

目 標 値 115

令和２年度

115

14

122,927

37 39

89.6%

69,300

94.8%89.6%

令和４年度

103

・あゆみの家：自立訓練（通所　20人、夜間　20人）、短期入所（2人）
・梨の実寮：生活介護（52人）、就労移行支援（6人）、就労継続支援B型（12人）、
　施設入所支援（50人）、短期入所（6人）
・あさひワークホーム：生活介護（４０人）、就労移行支援（６人）、
　就労継続支援B型（34人）、施設入所支援（40人）、短期入所（5人）
・育精福祉センター成人寮：生活介護（105人）、短期入所（9人）、
　施設入所支援（90人）

14

平成30年度 令和３年度

93.0%

定員を目標値とする

20,328

20,900

250,800

起立リフトイージーアップピン折れ部品交換修理

防犯カメラシステムHDD等取替修理

浴室･食堂水栓修理

修繕等の負担区分（基本協定書）： １件６０万円未満の修繕等は指定管理者が実施
＊ただし、上記にかかわらず、県の承認により、指定管理者が修繕等を実施することができる。

施 設 名

指定管理者

所 管 課

92.2%

1

目標値の設定方法

浴室リフト漏電修理　他１件

台数

－4－



指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート詳細(令和４年度事業分）

５　指定管理業務に係る収支状況 （単位：円）

A 収入額計

保健衛生費
福利厚生費
教育指導費
日用品費
教養娯楽費

外部委託費

＊収入額計÷利用者数（単位：円）

（参考）自主事業に係る収支状況

D 支出額計 2,916
収 支 差 額 （ C - D ） 84 0 0 0 0

廃棄物処理業務

400,756

2.3%2.3% 2.5%

4,635,214

2.2%

4,462,694

その他（減価償却費等）

672,426

395,332

431,529
398,640

421,226

5,030,024

398,640

4,762,123
4,104,346

398,640保守料 499,392

572,341

通信運搬費
車両費 661,211

1,439,959 1,279,863介護用品費

43,531

426,905
947,4151,349,287

409,516

1,007,093 713,106

483,216
285,034 359,004

1,524,886

406,911

983,645

294,880 285,176

5,809,936

4,762,123 5,137,479
4,892,254

6,895,612

211,008,777

6,326,956

616,105

2,597,136

558,738 514,029

759,470467,618

光熱水費

1,063,887

5,905,237
消耗品費

2,746,328
燃料費

537,128
604,546

賃借料

30,532,870

2,082,392

501,674

6,298,530

2,995,858

30,540,273

642,904

30,847,039

629,067
876,344

給食費

219,616,112

358,870 347,749
2,487,000

209,279,082
216,532,445

206,006,970 209,348,343 203,927,174

319,331

211,938,988 210,165,342

380,465収
　
入

その他

指定管理委託料
自動販売機収入

208,388,619
207,711,023

363,770
313,826

施設利用料

5,612,687

208,079,894

7,502,2816,803,637 5,879,298

令和３年度 令和４年度平成30年度 令和元年度 令和２年度

支
　
出

5,030,024

407,986

202,203,273

1,641,146

628,930

7,374,647

外部委託比率

30,087,113 30,292,794

2,670,011
8,354,525

885,292

679,910
149,346,392
216,192,085

388,553
145,191,301

2,206,348

6,185,346

1,984,653.5

3,000

5,256,776

△ 843,435

令和２年度 令和３年度 令和４年度

4,892,254
5,137,479

1,980,738.2 2,042,758.9 2,040,440.2

3,859,094 10,701,346

平成30年度 令和元年度
C 収入額計

427,274

4,462,694

2.3%

3,424,027

一人当たりの収入額＊

県への納付金

収 支 差 額 （ Ａ - Ｂ ）

1,540,642

2,014,826.7

446,910 441,820

Ｂ 支出額計

5,722,544 5,490,036

5,713,627

2,112,408
5,561,840 7,292,758

2,683,960

1,082,979

205,831,099
139,217,589143,479,040

455,130修繕費
138,606,119人件費

927,666

2,784,751

保険料 1,046,500 552,240 454,200
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指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート詳細(令和４年度事業分）

６　利用者満足度

職員の対応の仕方

26.0%

52.0% 8.0%

調査対象者：入所・通所利用者（日中事業：生活介護・自立訓練利用者）対象
調査方法：聞き取り及び自己記入
調査期間：令和５年３月１０日～３月１７日
調査人数：52人

満足

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰや個人情報の保護

2.0%38.0%

食事の内容

54.0% 40.0% 6.0%

32.0% 10.0%

訓練・療法・活動内容 6.0%

支援内容（訓練・活動以外）

44.0% 6.0%

実施方法等

2.0%

どちらかといえば
満足

どちらかといえば
不満

不満

施設設備 63.0% 27.0% 8.0% 2.0%

【施設設備】
・トイレが少ない。洗濯場や浴室脱衣場が狭い。
・建物が広すぎる。
【食事内容】
・常食と制限食とでは、メニューが違うことがあるので同じものを食べたい。
・パンを週２回は食べたい。
・ごはんやおかずの量に多い、少ないがある。
・時間通り配膳されないことがある。
【職員の対応の仕方】
・やってほしいことが十分ではないことがある。
・一部の職員の対応が悪く不満に思うことがある。
・よく話を聞いてくれない。

施設全般の満足度

利用者の意見
への対応

【施設設備】
・トイレ増築、洗濯場・浴室脱衣場の設備については、大規模な修理となるため、利
用者本人の考えも聞いた上で工夫して使用できる方法を提示した。
・平屋建物の構造上、また歩行訓練にも活用しているため、広い造りや長い廊下と
なっている旨を説明。
【食事内容】
・体調管理の観点から、食事形態や低エネルギー食は、利用者の了解を必ず得て
提供を行っている。
・センターとの給食委員会を定期的に実施し、利用者からの要望を伝達し、可能な
範囲で改善をお願いしている。
【職員の対応の仕方】
・支援員の接遇や支援方法については、接遇向上委員会により、職員個々の対応
を振り返る調査を実施し、改善を図るよう努めている。また、評価の低い項目につい
ては、強化月間を設けて対応している。

44.0%

48.0% 6.0%総合的な感想 46.0%

74.0%

56.0%

利用者の
主な意見

6.0% 3.0% 1.0%90.0%
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指定管理施設の管理運営状況評価(モニタリング）シート詳細(令和４年度事業分）

７　評価結果

項目

運営業務

自主事業

　利用者及び家族に対し、施設が掲げる
当該事業の基本方針や支援内容をわか
りやすく説明するとともに、目標達成に向
けた個別支援計画に基づいた支援を提
供した。
　職員は、虐待防止チェックリストを活用
し、自らの支援姿勢や態度を省みて、よ
り質の高いサービスの提供に繋げた。調
査の結果については、虐待防止委員会
で検証し周知を図った。
　衛生面では、新型コロナウイルス感染
の防止対策について、家族等に情報を
提供しながら理解と協力を求めた。

　施設利用率は、概ね高い水準を維持してい
る。引き続き利用者の確保に向けた対応を実
施していくこと。

　ホームページは、担当職員により速や
かに情報を更新し、施設利用促進のた
めのPRとリアルタイムでの事業実施状況
を発信した。
　また、新型コロナウイルス感染防止対
策についても公開し、関係者へ向けて安
心・安全な情報を提供した。
　自立訓練にあっては、有期限の事業で
あるため、新規の利用者獲得に向け、リ
ハビリ病院や関係機関との関係を強化
し、安定した利用率の確保に努めた。

利用状況

収支状況

　物価高騰の影響もあリ、支出については今
後も厳しい状況が続くと思われるが、これまで
同様、経理状況の安定に努めること。

　概ね適正に運営されている。新型コロナウイ
ルス感染症の影響は弱まりつつあるが、感染
対策にも配慮しつつ、適正な運営に努めるこ
と。

　利用者の安全とともにサービスの提供
が円滑に行われるよう、建物・施設周辺
を管理担当職員が主体となって、設備等
の保守管理に努めた。併せて年度末に
は、１級建築士による建物設備の法定点
検を実施した。
　また、消防防災設備については、防災
担当者が毎月自主点検を実施。火災報
知器・非常通報装置などの特殊機器は、
委託した専門業者により定められた期間
ごとに法定点検を実施した。

指定管理者の自己評価

　概ね適正に維持管理が実施されている。長
寿命化点検、建築基準法に基づく点検等の
点検結果を踏まえ、必要に応じて整備を計
画・実施されたい。
　また、防災訓練･水害訓練等を、新型コロナ
ウイルスの影響を鑑みながら、可能な時期に
行うこと。

維持管理
業　　　務

　収入については、昨年度落ち込んだ自
立訓練事業や生活介護事業の利用者
増により増収となった。また、県より電気
料金高騰による差額分を委託料として受
けることができた。
　支出は、昨年にも増して電気代や燃料
費の高騰となったが、消耗品の節約によ
り事務･事業費では昨年並みに抑えるこ
とができ、結果的に昨年は収支マイナス
だったものが厳しい状況の中で収支プラ
スとすることができた。

施設所管課の評価
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８　施設所管課による定期評価結果

　利用者満足度調査結果の「施設全体
の満足度」における「満足・どちらかとい
えば満足」の割合を評価指標として、目
標値を80％と設定。
　職員会議等における調査結果の共有
や利用者への丁寧な説明等を行い、「満
足・どちらかといえば満足」の割合がいず
れの設問においても88％以上となって、
目標を達成した。

　満足度調査結果の分析や職員による検討
会を行う等、引き続き利用者の要望に可能な
限り対応すること。
　他の項目と比較して「満足・どちらかといえ
ば満足」の割合が低い「食事」「訓練活動内
容」について、可能なことについて改善を図
り、改善が困難なことについては、利用者に
丁寧に説明し理解を得るよう努めること。

施設利用者
の満足度向
上のための

取組み

利用者
満足度

　施設設備や支援内容等について、満
足度調査では96％の利用者から「満足・
どちらかといえば満足」との回答をいただ
いた。
　改善の困難な要望等に対しては、その
理由と事情について、利用者に丁寧に
説明し、納得していただけるよう心掛け
た。
　また、施設内の接遇面においても職員
の自己チェックを活用して振り返るととも
に、評価の低い項目にあっては、改善の
ため強化月間を設けて対応した。

評価 改善内容
施策推進

業務の内容

　どの設問においても、「どちらかと言えば満
足」以上が96％を占めていた。施設利用者の
満足度は高いと思われる。
　引き続き利用者の立場に立った運営を行う
とともに、改善が可能な要望への対応を検討
していくこと。

感染症対策

　本施設は入所施設であることから、施
設内に新型コロナウイルス感染症の感染
が拡大すると、利用者の健康や施設の
運営等に甚大な影響が生じる恐れがあ
るため、職員や利用者への早期のワクチ
ン接種を呼びかけるとともに、感染が拡
大した時期には、職員に原則として週1
回のPCR検査を行うよう要請した。
　PCR検査検体の提出日における提出
割合を評価指標とし、目標値を100％と
設定。
　結果、提出割合は100％となったこと等
により、施設内での感染拡大は発生せ
ず、運営に支障を来すことはなかった。

　令和5年5月以降は、新型コロナウイルス感
染症の感染症法上の位置づけが5類となる
が、多数の者が施設を使用することから、引き
続き感染対策を実施されたい。
　また、感染者が発生した場合の対応内容に
ついて、確認しておくこと。
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９　管理体制（組織図） 令和４年４月１日現在

1 人

1 人

2 人

10 人

16 人

30 人

施設長

次長

栄養士 1 看護師

作業療法士 1

言語聴覚士
（非）

1

支援員 2
支援員
（非）

理学療法士 1

施設長 1

次長 1

管理課長 1
自立訓練
支援課長

1

配置医師
（非）

1

12

生活介護
支援課長

1

支援員 51

非常勤職員

合計

課長（補佐含む）

一般職員

事務員 1

支援員
（非）

2
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